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村
民
の
皆
様
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、健
康
で
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
村
長
就
任
以
来
、恩
納
村
の
将
来
を
見
据
え

つ
つ
、子
育
て
支
援
を
は
じ
め
、村
民
の
笑
顔
が
ひ
ろ
が
る

元
気
で
活
力
あ
る
む
ら
づ
く
り
、そ
し
て
地
域
を
支
え
る

人
材
の
確
保
・
活
用
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、観
光

産
業
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
・
強
化
等
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
間
、公
約
で
掲
げ
た
施
策
を

一
つ
一
つ
着
実
に
進
め
て
結
果
を
出
せ
た
の
も
、こ
れ
も

偏
に
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
、ご
支
援
の
賜
と
心
よ
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
同
時
に
、村
政
を
預
か
る

も
の
と
し
て
の
責
任
の
重
大
さ
を
再
認
識
し
、村
民
の

皆
様
が
真
に
幸
せ
を
実
感
で
き
る
む
ら
づ
く
り
を
目

指
し
、決
意
を
新
た
に
村
政
の
発
展
の
た
め
に
取
り

組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、未
だ
収
束
が

見
通
せ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

長
引
く
中
、混
乱
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
端
を
発
し
た

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
に
よ
っ
て
、村
民
の
生
活
や

観
光
関
連
事
業
所
、小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
、厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。そ
の
様

な
中
、本
村
に
お
い
て
も
原
油
価
格･

物
価
高
騰
等

の
影
響
を
受
け
た
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、給
付
金
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。村
と
い
た
し
ま

し
て
も
経
済
不
況
・
経
済
危
機
な
ど
、こ
の
難
局
を
乗

り
越
え
、本
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
経
済
を
一

日
も
早
く
取
り
戻
し
、景
気
回
復
に
向
け
て
様
々
な
策

を
講
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、村
内
に
お
い
て
は
昭
和
３２
年
に
喜
瀬
武
原

小
学
校
と
し
て
開
校
以
来
、輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を

築
き
地
域
と
共
に
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
本
校
が
、昨
年

３
月
末
を
も
っ
て
休
校
と
な
り
６４
年
の
歴
史
に
幕
を

閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。長
い
間
、喜
瀬
武
原

小
学
校
を
温
か
く
見
守
り
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の

皆
様
を
は
じ
め
、学
校
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。そ
し
て
、10
月
頃
か
ら
新
規
陽
性
者
が

緩
や
か
な
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、感
染
予
防
対
策
を

徹
底
し
た
上
で
規
模
を
縮
小
し
３
年
ぶ
り
に「
う
ん
な

ま
つ
り
」、「
美
ら
海
花
火
大
会
」も
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。世
界
ウ
チ
ナ
ン
チ
ュ
大
会
で
は
世
界
各
地
に

渡
っ
た
ウ
ン
ナ
ン
チ
ュ
の
皆
さ
ん
が
一
同
に
会
し
て

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、私
の
深
く

喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。ウ
ン
ナ
ン
チ
ュ
が
集
い
、

楽
し
み
、沖
縄
の
心
を
い
つ
ま
で
も
大
切
に
持
ち
な
が
ら

素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
作
っ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

名
誉
村
民
第
１
号
を
授
与
さ
れ
た
故
・
渡
久
地
政
信

先
生
、生
誕
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

渡
久
地
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
本
村
の
誇
り
と
し
て
形
に
残
し
、

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
歌
い
語
り
継
ぐ
た
め
に
南
恩
納
区
に

顕
彰
碑
を
建
立
す
る
と
と
も
に
、多
く
の
寄
付
金
・

ご
支
援
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、今
年
も
引
き
続
き「
サ
ン
ゴ
な
ど
豊
か
な

自
然
あ
ふ
れ
る
社
会
の
実
現
」に
向
け
て
様
々
な
事
業
を

展
開
し
な
が
ら
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
枠
組
み
と
し
た
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
持
続
可
能
な
む
ら
づ
く
り
の
実
現
と

達
成
に
向
け
、村
民
、企
業
、各
種
団
体
、行
政
に
よ
る

幅
広
い
活
動
を
展
開
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た

普
及
・
啓
発
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。ま
た
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
に
お
い
て
は
、

地
域
の
産
業
振
興
、企
業
誘
致
な
ど
地
域
活
性
化
に

向
け
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
誘
致
・
育
成
等
、村
民
の

人
材
育
成
や
雇
用
促
進
の
推
進
に
大
き
な
期
待
を

寄
せ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
一
刻
も

早
く
収
束
し
、今
年
も
健
康
で
幸
せ
多
い
素
晴
ら
し
い
年

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、年
頭
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
挨
拶

恩
納
村
長

長
浜 
善
巳
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世界のウンナンチュ、おかえりなさい！
　恩納村にルーツを持つ海外のウンナンチュを招いた「第7回世界のウンナンチュ大会歓迎交流会」が
11月2日、リザンシーパークホテルで開催され、海外のウンナンチュ15名を含む約70名が参加しました。
　今回カナダから参加の辻本幸子さんは第１回大会より参加しており「村の広報誌が楽しみで全て
目を通しています。親戚にも久しぶりに会えてとても嬉しいです」と話しました。
　またブラジルからは「今回は参加できませんでしたが、恩納村の皆さん、派遣研修生の皆さんと
会えるのを楽しみにしています」とビデオメッセージが届けられました。
　歓迎交流会では、琉舞や空手の演舞や音楽ライブが披露され、最後は村青年団のエイサーと
カチャーシーで盛り上がりました。

渡久地ミシェル清子
（平成29年度受入研修生）

　親戚や研修生の時にできた
友人とたくさん会うことがで
き本当に楽しかったです。忘れ
られない時間になりました。
ありがとうございます。

マエシロサンディーキヌコ
　恩納村の皆さんは、とても
暖かく迎えてくださり、まるで
故郷に帰ってきたようでした。
　私の祖父の出身地でもあ
るので、また訪れたいと思い
ます。

ウンナンチュ大会参加者の感想

なかゆくい市場 サンゴの苗づくり体験万座毛散策

博物館視察博物館視察
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お
ん
な
ブ
ル
ー

最
優
秀
賞
受
賞

　
第
25
回
商
工
会
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト

に
て
品
質・デ
ザ
イ
ン・ア
イ
デ
ィ
ア
が

特
に
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
琉
球

ガ
ラ
ス
匠
工
房（
代
表 

松
田
英
吉
）の

恩
納
村
の
恵
ま
れ
た
海
を
表
現
し
た

グ
ラ
ス「
お
ん
な
ブ
ル
ー
」が
非
食
品

部
門
で
最
優
秀
賞（
県
知
事
賞
）を

受
賞
し
、10
月
21
日
沖
縄
県
産
業
ま
つ

り
特
産
品
フ
ェ
ア「
あ
り
ん
く
り
ん
市
」

会
場
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た（
優
良
県

産
品
も
同
時
受
賞
）。

　
11
月
30
日
に
は
、松
田
夫
妻
が
村
長

を
表
敬
し
、「
お
ん
な
ブ
ル
ー
」の
魅
力

と
今
後
も
技
術
の
研
鑽
、後
継
者
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
を
語
り
ま
し
た
。

作
曲
家 

渡
久
地
政
信

顕
彰
碑
除
幕
式

　
「
お
富
さ
ん
」や「
踊
り
子
」な
ど

数
々
の
名
曲
を
生
ん
だ
作
曲
家
・

渡
久
地
政
信
氏（
南
恩
納
区
生
ま
れ
）

の
顕
彰
碑
除
幕
式
が
11
月
24
日
、国
道

58
号
交
差
点
隣
接
広
場
で
開
か
れ
、

関
係
者
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

除
幕
式
で
長
浜
村
長
は「
渡
久
地

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
本
村
の
誇
り
と
し
、

大
切
に
歌
い
、語
り
継
い
で
い
く
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
恩
納
村
名
誉
村
民
第
１
号
で
も
あ
る

渡
久
地
氏
は
、第
１
回
日
本
レ
コ
ー
ド

大
賞
作
曲
賞
を
受
賞
、１
９
９
３
年

に
は
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章
し
て

い
ま
す
。

恩
納
村
民
生
児
童
委
員
退
任
式

　
令
和
4
年
11
月
30
日
付
で
、村
民
生
委
員
と
し
て

任
期
を
終
え
ら
れ
た
5
名
の
方
の
退
任
式
が
村
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。委
員
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、社
会
福
祉
の
増
進
を

任
務
と
し
、地
域
住
民
の
生
活
状
態
や
要
保
護
者

へ
の
保
護
指
導
、社
会
福
祉
施
設
へ
の
連
絡
・
協
力

な
ど
の
活
動
を
長
き
に
わ
た
り
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

退
任
式
で
は
、長
浜
村
長
よ
り「
退
任
さ
れ
る

皆
さ
ま
方
に
は
長
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
を
推
進

す
る
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
、更
に
は
行
政
と

地
域
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き

ま
し
た
。大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」と
お
礼
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、村
社
会
福
祉
協
議
会

の
平
良
会
長
よ
り「
地
域
の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
課

題
に
、相
手
の
立
場

に
立
ち
、親
身
に

相
談
に
の
っ
た
り
、

関
係
機
関
等
へ
繋

い
だ
り
、地
域
福
祉

の
顔
と
し
て
の
ご

活
躍
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」と

感
謝
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

前
列
左
か
ら
上
原
眞
知
子（
山
田
区
：
６
年
）、古
波
蔵
清
太

（
仲
泊
区
：
３
年
）、安
富
祖
愛
子（
真
栄
田
区
：
23
年
４
ヶ
月
）、

大
城
節
子（
仲
泊
区：27
年
）、山
城
郁
夫（
恩
納
区：６
年
10
ヶ
月
）

※

（　
）内
は
、担
当
地
域
、在
任
期
間
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「
新
じ
ゃ
が
」を

い
た
だ
き
ま
し
た
！

　

村
内
保
育
施
設
、村
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
へ「BU

ZZ RESO
RT

」さ
ん

よ
り
、北
海
道
産（
丘
の
大
地
び
え
い

の
ば
れ
い
し
ょ
）80
㎏
が
寄
贈
さ
れ
、

村
内
保
育
施
設
、学
校
給
食
で
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

　

恩
納
保
育
所
で
の
寄
贈
式
で
は
、

新
じ
ゃ
が
を
手
に
し
た
園
児
の
皆
さ
ん

が「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と

元
気
な
声
で
お
礼
を
し
て
い
ま
し
た
。

給
食
で
提
供
さ
れ
た
ホ
ク
ホ
ク
の

北
海
道
産
の
新
じ
ゃ
が
を
園
児
、児
童

生
徒
も
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宮
沢
和
史
さ
ん

う
ん
な
中
学
校
と
交
流

　
11
月
15
日
、う
ん
な
中
学
校
の
校
歌

を
作
詞
し
た
宮
沢
和
史
さ
ん
が
開
校

後
初
め
て
中
学
校
を
訪
れ
、交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、長
浜
村
長
か
ら
感

謝
状
の
贈
呈
や
生
徒
に
よ
る
校
歌
斉

唱
、校
歌
の
創
作
舞
踊
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
宮
沢
さ
ん
は
、生
徒
に
向
け「
感
受
性

を
育
て
る
の
は
故
郷
で
す
。こ
れ
か
ら

恩
納
村
を
よ
く
見
て
、触
れ
て
成
長

し
て
ほ
し
い
」ま
た
、「
私
の
経
験
か
ら
、

夢
は
ど
ん
ど
ん
周
り
に
話
を
し
て
ほ

し
い
。そ
れ
が
一
人
の
夢
か
ら
み
ん
な

の
夢
と
な
り
、周
り
が
応
援
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」と
話
し
ま

し
た
。

恩
納
村

童
話・お
話・意
見
発
表
大
会

　
１０
月
20
日
、恩
納
村
童
話・お
話・意
見
発
表
大
会

が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。発
表
者
は

童
話
：
池
原
心
愛
さ
ん（
恩
納
小
３
年
）、平
安
名

芽
花
さ
ん（
仲
泊
小
３
年
）、田
港
菜
月
妃
さ
ん

（
山
田
小
２
年
）、兼
箇
段
蒼
空
さ
ん（
安
富
祖
小

３
年
）、お
話
：
上
原
由
彩
さ
ん（
山
田
小
５
年
）、

幸
地
克
樹
さ
ん（
安
富
祖
小
６
年
）、池
原
心
海

さ
ん（
恩
納
小
５
年
）、意
見
発
表
：
又
吉
南
海
さ
ん

（
う
ん
な
中
３
年
）で
す
。皆
さ
ん
堂
々
と
し
て
い
て

と
て
も
素
晴
ら
し
い
発
表
で
し
た
。視
聴
さ
れ
た

皆
さ
ん
も
と
て
も
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　
11
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
中
頭
地
区
大
会
に
は
、

兼
箇
段
蒼
空
さ
ん
、上
原
由
彩
さ
ん
、又
吉
南
海

さ
ん
が
出
場
し
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。中
頭
地
区

大
会
で
は
審
査
が
難
航
す
る
程
素
晴
ら
し
い
発
表

ば
か
り
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、意
見

発
表
の
又
吉
南
海

さ
ん
が
最
優
秀
賞

を
獲
得
し
、１
月

22
日
、読
谷
村
の

鳳
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
県
大
会
に

出
場
し
ま
す
。 こ

こ
ろ 

め
い
か

な
つ
き 

そ
ら 

ゆ
あ 

い
つ
き

こ
こ
み

な
み
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恩納村男女共同参画行動計画の答申

　第二次恩納村男女共同参画行動計画（ナビープラン）
について、村長より諮問を受け、令和３年３月から4回に
わたり審議を行いました。
　１１月９日、新垣誠委員長（キリスト短期大学教授）より
長浜村長へ第二次恩納村男女共同参画行動計画（ナビー
プラン）についての答申が提出されました。
　今後、本村は答申を踏まえ、年度内に「第二次恩納村
男女共同参画行動計画（ナビープラン）」を策定する
予定です。

お問い合わせ：福祉課 ☎966-1207

令和4年度低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援給付金

給 付 額
申請期限
対象児童

対 象 者

申請方法

（特別児童扶養手当の対象児童は、平成14年4月2日から）

※「ひとり親世帯」と「ひとり親世帯以外」の給付金は、重複して受給はできません。

※申請書類等必要書類については、村ホームページをご確認ください。

平成16年4月2日から令和5年2月28日までに出生した児童

所得要件及び養育要件、申請方法等の詳細は村ホームページでご確認ください。

書類を福祉課窓口へ提出

令和5年2月28日（火）まで
児童一人当たり5万円

ひとり親世帯以外ひとり親世帯

期日前投票の際は、投票所入場券の
裏面の宣誓書をご記入の上、期日前
投票所へご持参ください。

恩納村長選挙

お問い合わせ：恩納村選挙管理委員会 ☎966-1259

投
票
箱期　間

時　間
場　所 恩納村役場 ２階会議室

午前８時３０分～午後８時
１月１１日（水）～１月１４日（土）

当日に投票所に行けない方は、
期日前投票ができます。

1月15日 午前7時～午後8時
投票時間

投票日 日

●こちらの給付金は、広報おんな８月号に掲載の給付金です。
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プロジェクト
サンゴの村宣言

恩納村のSDGs
取組情報

安全な水とトイレを世界中に
目標6

　目標内容は、「すべての人に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保する」です。

お問い合わせ：恩納村SDGｓ推進事務局（企画課内） ☎966-1201 　sunna.sdgs@gmail.com

　安全な水の供給（上水道）は整備できていますが、恩納村は生活排水の処理（下水道）は今も整備中です。そこで「恩納村
下水道事業経営戦略プラン」を定め、下水道を利用できる人口を増やそうとしています。

•油を流さないで、新聞などで拭いて吸収させてから燃えるゴミに捨てましょう。
•定期的に浄化槽の清掃、グリストラップの清掃を心がけましょう。

私たちに
できる事！
　油は管の中で固まり、下水処理の整備されていない地域だとそのまま海に流れてしまうので、ご協力
よろしくお願いします！

 ※今後整備する地域については、令和8年度以降から事業開始予定となっております。 （出所：恩納村 下水道事業 経営戦略プラン）

喜瀬武原区、太田区、恩納区、
南恩納区、谷茶区、山田区、
真栄田区、塩屋区、宇加地区

整備済みの地域

名嘉真区、安富祖区、瀬良垣区

整備中の地域

冨着区、前兼久区、仲泊区

今後整備する地域

恩納村の上下水道の取り組み

　「水の調達が世界の問題になっている」というと、日本に住んでいる
皆さんには実感がわかないかもしれません。
　世界には、水道で運ばれる安全な飲み水を使えない人が約20億人
もいます。また、きれいに処理されていない水を飲んで下痢や病気に
なり、命を落とす子どもも少なくありません。不衛生なトイレや汚れた
水は、感染症の原因にも大きく関係しています。
　水は生活だけでなく、農業や工業製品に不可欠です。このままの人
口増加、経済成長が続けば、世界は深刻な水不足に陥るだけでなく、使
用後も適切に処理しないことで、さまざまな二次被害をもたらします。
　さらに、水の問題は貧困や教育の問題にも直結します。特に途上国
では、水源までの道のりを何時間もかけて子どもが歩いているため、
教育の機会が奪われていることなどが問題になっています。

（出所：日本下水道協会ウェブサイト）

日本の現状 日本の河川は、流れが急で洪水や水不足が発生しやすい

　水は、人間が生きていく上で不可欠なものであるため、
効果ある対策が求められています。

　日本は山地が多く、急峻な河川が多いため、渇水（水不
足）や、洪水といった問題が発生しています。また、下水
処理も100％行き届いているわけではないので、水の
問題は決して無関係な問題ではありません。

水不足雨が降らない
日が続くと・・・

雨が降っても
すぐ海に流れる
雨が降っても
すぐ海に流れる

洪水大雨が降ると・・・川の流れが急川の流れが急

世界の現状

■ 改善されていない水源を利用している
■ 地表水（池や川の水）を利用している

■ 安全に管理された飲み水を利用できる
■ 基本的な飲み水を利用できる
■ 限定的な飲み水を利用している

（出所：日本ユニセフ協会）

世界には水にアクセスできない人が多数いる
世界の人々の、飲み水へのアクセス状況（2020年時点）

4％
２億8,200万人

5％
3億6,700万人

2％
1億2,200万人

16％
12億人

74％
58億人
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お問い合わせ：健康保険課 ☎966-1217

元 気 の ひ き だ し

　昨年４月ごろに上記予防接種用の予診票をお届けしております。
　まだ接種していないが、手元に予診票が無い方はお気軽に健康保険課へご連絡ください。新しい
予診票を郵送でお届けします！３月末までには接種しましょう！

　４月に小学校と中学校の新入生を持つご家族の皆さん、新しい生活のスタートを迎えるにあたり、
いろいろと準備で忙しいと思いますが、親子健康手帳（母子健康手帳）をちょっと開いてみて、予防
接種の状況について確認してみませんか！

高齢者インフルエンザ
予防接種 接種希望の方で、まだ接種していない方はお早めに！

実施期間を過ぎると全額自費となりますので、ご注意ください。

令和５年２月２８日まで！！実施期間

ＭＲⅡ期、ＤＴワクチン予防接種はお済ですか？
小学校
新1年生
小学校
新1年生

中学校
新1年生
中学校
新1年生

破傷風は…

ジフテリアは…
　感染力が強く、かかると高い熱や全身の発疹、せき、
鼻水、目の充血などの症状がでます。また、肺炎や中耳炎
を合併しやすいです。
　麻しんウイルスは、空気感染、飛沫感染、接触感染で
広がります。免疫を持っていない人が感染するとほぼ
100％発症し、一度感染して発症すると一生免疫が
持続すると言われています。

　感染力が強いウイルスで、症状は不顕性感染（感染
症状を示さない）から、重篤な合併症併発まで幅広く、
高熱や発疹が長く続いたりすることもある。また、脳炎や
血小板減少性紫斑病を合併するなど、決して軽視は
できない疾患です。
　風しんウイルスは、飛沫感染で広がります。
　風しんに対する免疫が不十分な妊娠20週ごろまでの
妊婦が風しんウイルスに感染すると、先天性風しん症
候群の子どもが生まれてくる可能性が高くなります。

　１歳ごろにMRワクチンを受け、麻しん・風しんに対する
基礎免疫を付けましたが、４～５年たち、そろそろ抗体価
が低下してくる時期です。今回接種を行うことで抗体価
を上げ、これらの病気に罹りにくくします。

風しんも…

麻しんは…

小学校新１年生には
ＭＲ（麻しん・風しん）ワクチンを

　対象は、平成２８年４月２日から平成２９年４月１日までに
生まれた令和５年４月小学校新１年生になる人です。

　乳幼児期に四種混合ワクチン（ジフテリア・百日せき・
破傷風・ポリオ）を１期初回と追加接種を行い基礎免疫を
つけましたが、２期としてジフテリア・破傷風の二種混合
ワクチン（DT）を追加接種することにより、確実な免疫を
つけることができます。

　土の中にいる破傷風菌が、本人が気づかないような
小さな傷口などから侵入して感染します。菌が体の中で
増えると、菌の出す毒素のために、けいれんを引き起こし
ます。通常、口が開かないなどの限定的な症状があり、
その後全身のけいれんへと波及します。早期に治療し
なければ、死に至ることもあります。日本中どこででも
発生する可能性があります。小さな傷口から感染する
ため、感染する機会は常にあります。

　咳、くしゃみなどによって感染し、発症する病気です。
　感染した人のうち約10％が発症し、喉のあたりに
症状が出現し、発熱、咳、声がかすれたり、飲み込みにくく
なったり、呼吸困難などがみられます。発症後2～3
週間は、毒素による心筋障害・神経麻痺のリスクもある
ため、注意が必要です。

中学校新１年生には
DT（ジフテリア・破傷風）ワクチンを

　対象は、平成２２年４月２日から平成２３年４月１日までに
生まれた令和５年４月中学校新１年生になる人です。
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●文化情報センターに関する情報は、ホームページやSNSで確認できます。

https://onna-culture.jp
ホームページ

@onnalibrary
フェイスブック

@onna_library
インスタグラム

お問い合わせ：恩納村文化情報センター ☎982-5432

1日、2日、3日、10日 、11日、16日、23日、30日休 館 日
資料整理日 19日

恩納村文化情報センター 1月の休館日

恩納村文化情報センターだより
Vol.

135

　１月は今年一年の健康や幸福を祈願することの多い月です。新年も、皆様にたくさんの福が訪れますよう、
福を招く本を紹介します。より良い一年にするための参考にしてみてはいかがでしょうか。

1月のおすすめ本

　新年に沖縄県内のパワースポットを巡って、自然のエネルギーを感じてみませんか。
　2023年を穏やかな気持ちで過ごすための手助けとなってくれる1冊です。

『沖縄 パワースポットの歩き方 幸せと変化を引き寄せる神秘と癒しの島』 知名 藤枝／著

　1年の始めに、年中行事のしきたりを学んでみてはいかがでしょう。
　季節の行事の由来や、そのしきたりを知ることで、より豊かな1年を過ごすことができるはず
です。

『心が豊かになる季節のしきたり和のおしえ』 辻川 牧子／著

　楽あれば苦あり。福あれば災難あり。そんなエピソードについ共感してしまうエッセイ集です。
新しい年、良い出来事もあれば、時には思う様にいかない出来事もあるかもしれません。そんな
時に、少し前向きになれる1冊です。

『小福ときどき災難』 群 ようこ／著

あわせて読みたい本

※イベントの最新情報・詳細は恩納村文化情報
　センターホームページをご覧ください。

1月のイベント

イベント

本の福袋（数量限定）

日程

1月4日（水）～なくなり次第終了

かるた大会 ※要事前予約 １月９日（月）14：00～16：00

　１１月１５日、宮沢和史氏の講演会が開催されました。初心者にも分かり
やすく、琉歌を詠み解いてくださり、沖縄の歴史や文化についての貴重な
お話も聞くことができました。講演会の終盤には、「ふるさと」をテーマに、
参加者による琉歌作りの時間も設けられており、参加者が読みあげる場面も
ありました。参加者が作った琉歌は、後日図書館にて展示予定です。

報告

●『おしょうがつのかみさま』 おくはら ゆめ／著
●『幸せを呼ぶゆる片づけ習慣 1日たった5分で身につく』 中山 真由美／著
●『強運の持ち主』 瀬尾 まいこ／著

9 広報おんな 2023.1



 恩納村生涯学習講座 受講者募集!!

　食品や電気など、暮らしに直結するものの値上げのニュースには頭を抱えてしまいますね。エコ
（環境に優しいこと）のスペシャリスト、ケンシーさんより家庭や日常でできる取り組みやすいエコ、
今後意識していきたいワンランクアップのエコについて学んで生活に活かしましょう。

お問い合わせ・申し込み：社会教育課 ☎966-1210（瀬良垣・安永）

「ケンシー高平のすべらないエコな話」

日 時
場 所
講 師

1月12日（木）19：00～2０：３０
恩納村役場1階会議室
高平兼司 氏（ケンシー・タカデーラ）沖縄玉水（うちなーたまみじ）ネットワーク代表・うるま市水と
緑を考える会代表・沖縄県地球温暖化防止活動推進員（県知事認定）・防災士・うるま市社会教育委員

定 員
持ち物

10名程度（申し込み多数の場合抽選）
筆記用具

お問い合わせ：健康保険課 健康づくり係 ☎966-1217

乳がん・子宮頸がん検診集団健診
日 程
場 所
受付時間

１月１４日（土）、２月１８日（土）
総合保健福祉センター

❶8：30 ❷9：00 ❸9：30 ❹10：00 ❺10：30
混雑を避けるため完全予約制（受付時間指定）となっています。

日　時
場　所

１月２７日（金） 受付１３：３０～１４：３０
総合保健福祉センター

●乳がん検診について
３０～３９歳：乳房超音波検査
４０歳以上：マンモグラフィ検査

※予約が必要です。

スポーツ教室の開催について（参加無料）

　有酸素運動と筋トレを組み合わせたトレーニングとなっており、効率よく運動ができます。自分のペースで
トレーニングができ、心肺機能の強化、体力向上、脂肪減少などのダイエット効果も期待できます。

グループワークアウト教室

開催場所・日時
北部地区

南部地区

瀬良垣公民館 １月１６日（月）、２３日（月）、３０日（月） １９：３０～２１：００
真栄田公民館 １月１９日（木）、２６日（木）、２月２日（木） １９：３０～２１：００

対 象 者持 ち 物
申込方法

屋内シューズ・飲み物・フェイスタオル 村内在住者 各地区定員３０名まで ※先着順
電話または教育委員会窓口 ※定員に達し次第締め切り

お問い合わせ：社会教育課 ☎966-1210

お問い合わせ：
総務課 ☎966-1200（担当：冨着）

会計年度任用職員募集
職 種 一般事務（農業委員会）１名
任用期間 採用時から令和５年３月３１日まで
職務内容 窓口・事務処理など
勤務時間 平日8：30～17：00
資 格 特になし（パソコン作業できる方）
報 酬 月額１４１,３８７円～

マイナンバーカードの
夜間・休日申請受け取り

※完全予約制
予約締切

日 時１月１４日（土）、１５日（日）、２９日（日）
午前９時～午後４時３０分
受取日の５日前まで

日 時
１月４日（水）、１１日（水）～１３日（金）、１８日（水）、
２５日（水） 午後５時１５分～午後８時

夜
　
間

休
　
日

お問い合わせ：村民課 ☎966-1205
村民課窓口 ※マイナポイント支援窓口は対応しておりません。

●申請・受け取り場所
●詳しくは、村ホームページを
　ご確認ください。
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新成人の皆さまおめでとうございます

　大人の仲間入りをする皆さまに知っていただきたいことがあります。
　国民年金は年をとった時の老後の年金だけではありません。病気や事故で障害が残った時の
障害年金、家族の働き手が亡くなった時の遺族年金など、働いている世代みんなで支えようという
仕組みです。

名護年金事務所 ☎0980-52-2522 ②番▶②番
村民課 年金係 ☎966-1205
厚生労働省年金事業管理課（年金ポータルについて） ☎03-5253-1111

お問い合わせ：

20歳　国民年金 年金　ポータル 年金　エッセイ

下記でも検索してみてくださいね。年金エッセイでは体験談が確認できます。

　お問い合わせの際は、基礎年金番号又はマイナンバー、住所・氏名・生年月日がわかるものを
お手元にご準備ください。

　通知書は、保険料納付の確認や将来年金を受け取る際などに必要になりますので、大切に保管
してください。

❷基礎年金番号通知書が届きます

❶20歳の誕生日からおおむね2週間以内に「国民年金加入のお知らせ」が届きます

年金Q＆A
誰が加入するの？ 国民年金・障害年金・遺族年金を受け取

れない場合もあるの？

日本に住む20歳以上60歳未満のすべて
の方に国民年金への加入が法律で義務
付けられています。

•保険料を納めていなかった。
•免除申請の手続きを忘れていた。
•学生納付特例免除手続きを忘れていた。

保険料免除・納付猶予申請（一般免除）の手続きを！！

学生納付特例申請（学生免除）の手続きを
大学・短大・専門学校（1年以上）（所得制限・対象校あり）学生ですか？

国民年金の保険料毎月、
16,590円の納付は可能ですか？

納付をお願いします。

•現金納付（金融機関・郵便局・コンビニ等）
•口座振替・クレジット

納付方法
はい

はい

いいえ

いいえ

今のあなたの状況を教えてください。

20歳になったら 金年民国
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「
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祖
か
ら
子
孫
ま
で
の
一
族
代
々
の
関
係
を
示
す「
世
系
図
」と
、

先
祖
や
子
孫
の
勲
功
や
履
歴
な
ど
を
記
し
た「
紀
録
」が
収
録
さ
れ
、一
般
に

「
系
図
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。１
６
８
９
年
、首
里
王
府
に「
系
図
座
」と
い
う

役
所
が
設
置
さ
れ
て
以
後
、「
士
族
」の
各
家
か
ら
家
譜
が
２
部
提
出
さ
れ
、

１
部
は「
系
図
座
」が
管
理
し
、も
う
１
部
は「
首
里
之
印
」が
捺
さ
れ
て
各
家
に

下
賜
さ
れ
ま
し
た
。近
世
琉
球
の
身
分
は
、大
き
く
分
け
て「
士
」（
い
わ
ゆ
る

サ
ム
レ
ー
。廃
藩
後
の
呼
称
は「
士
族
」）と「
百
姓
」（
い
わ
ゆ
る
庶
民
。廃
藩
後
の

呼
称
は「
平
民
」）の
２
つ
が
あ
り
、家
譜
を
持
つ
こ
と
で
公
的
に
士
と
認
め

ら
れ
た
の
で
し
た
。ち
な
み
に
首
里
王
府
は
、士
を「
町
方
」に
、百
姓
を
お
も
に

「
地
方
」に
と
い
う
よ
う
に
、身
分
に
よ
り
居
住
に
つ
い
て
も
固
定
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、士
の
証
で
あ
る
家
譜
を
一
つ
ひ
と
つ
め
く
っ
て
い
く
と
、近
世
琉
球
の

恩
納
間
切
に
関
連
す
る
記
事
に
出
会
い
ま
す
。な
か
で
も
紀
録
の
部
分
で
は
、

人
物
の
活
動
内
容
や
勲
功
、首
里
王
府
か
ら
い
つ
誰
が
ど
こ
の
土
地
を
知
行
地

と
し
て
許
さ
れ
た
か（
誰
が
間
切
を
領
有
す
る
惣
地
頭
ま
た
は
村
を
領
有
す
る

脇
地
頭
に
な
っ
た
か
）、そ
の
ほ
か
婚
姻
関
係
等
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
に

注
目
す
る
こ
と
で
、人
物
の
活
動
を
通
じ
て
の「
恩
納
」と
い
う
場
の
歴
史
的
な

恩納村史

編さん
だより
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家
譜
に
見
る

　
　
恩
納
間
切
の
検
者
と
そ
の
周
辺

関
わ
り
、士
と
恩
納
出
身
者
と
の
関
係
、引
い
て
は
士
と「
恩
納
」と
の
関
係
を

知
る
手
掛
か
り
に
な
り
得
ま
す
。

　

現
在
、家
譜
に
あ
る「
恩
納
」関
連
の
記
事
の
調
査
・
確
認
中
で
あ
り
、断
片
的
な

情
報
の
記
事
も
含
め
て
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、本
稿
で
は
恩
納
間
切
の
検
者
を

務
め
た
人
物
の
家
譜
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

恩
納
間
切
の
検
者
と
そ
の
周
辺

　

検
者
と
は
、首
里
王
府
が
疲
弊
し
た
間
切
を
再
建
す
る
た
め
に
派
遣
し
た

役
人
の
こ
と
で
、お
も
に
農
民
の
指
導
・
監
督
を
す
る
役
割
が
あ
り
ま
し
た
。

一
部
で
は
、王
府
の
役
職
に
あ
り
つ
け
ず
田
舎
下
り
し
た
士
た
ち（
屋
取
集
落
の

士
た
ち
）を
監
視
し
た
よ
う
で
あ
る
と
の
言
及
も
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、首
里
士
の
家
譜
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。『
呉
姓
家
譜
』（
那
覇
市

歴
史
博
物
館
所
蔵
複
製
本
）七
世 

幸
孝
の
紀
録
に
は
、「
乾
隆
二
十
五
年
庚
辰

十
二
月
朔
日
為
恩
納
間
切
検
者
叙
勢
頭
座
敷
」と
あ
り
ま
す
。

　

幸
孝
は
１
７
６
０
年
12
月
１
日
に
恩
納
間
切
の
検
者
と
な
り
、勢
頭
座
敷

（
従
六
品
）の
位
に
叙
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。恩
納
間
切
の
検
者
と
し
て

確
認
で
き
る
内
容
と
し
て
は
古
い
時
期
の
も
の
で
、内
容
は
シ
ン
プ
ル
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、実
は「
恩
納
村
史
編
さ
ん
だ
よ
り
68
」で
紹
介
さ
れ
た
王
文
治
の

扁
額（
恩
納
村
指
定
文
化
財 

恩
納
村
博
物
館
に
て
展
示
）に
関
係
す
る
人
物
で
も

あ
り
ま
す
。１
７
５
６
年
に
中
国
よ
り
来
琉
し
た
冊
封
使
に
随
行
し
て
い
た

王
文
治
に
書
を
依
頼
し
た
の
が
呉
姓
久
髙
筑
登
之
親
雲
上
幸
孝
で
、検
者

と
し
て
在
任
中
の
１
７
６
３
年
の
こ
と
で
し
た（
川
島
淳「
歴
史
資
料
を
集
め
て

読
み
解
く
こ
と
〜
恩
納
間
切
番
所
の
光
景
を
中
心
に
〜
」参
照
）。家
譜
の
記
事

だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
事
で
す
が
、首
里
王
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
検
者

と
し
て
の
本
分
と
は
別
に
、文
化
の
伝
播
者
と
し
て
の
姿
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　

も
う
一
人
、首
里
士
の
家
譜
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。『
明
姓
家
譜
』

（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
複
製
本
）九
世 

長
和
の
紀
録
に
よ
る
と
、１
８
３
１
年

12
月
１
日
に
恩
納
間
切
検
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。翌
年
３
月
17
日
夜
に
恩
納
間
切

記
載
さ
れ
て
い
る
方
々
と
、家
譜
で
確
認
で
き
る
検
者
の
経
歴
か
ら
屋
取
集
落

形
成
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
見
出
さ
れ
ま
す
。そ
れ
に
は

家
譜
の
容
氏
と
屋
取
し
た
山
田（
容
氏
）と
の
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
課
題
で

あ
り
、ま
た
入
植
し
た
他
家
と
の
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
方
向
か
ら
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、問
題
解
明
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、恩
納
村
に
お
け
る
屋
取
集
落
の
形
成
を
考
え
る
上
で
も
、検
者
の

存
在
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、検
者
の
他
に
18
世
紀
後
半
か
ら
19
世
紀
初
頭
に
か
け
て

設
置
さ
れ
、間
切
の
指
導
・
監
督
に
あ
た
っ
た
下
知
役
の
活
動
に
つ
い
て
も

可
能
な
限
り「
歴
史
編
」で
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
世
琉
球
の
恩
納
間
切
の
姿
を
見
つ
め
て
い
く
べ
く
、家
譜
を
め
く
り

な
が
ら
関
連
記
事
を
探
る
作
業
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

恩
納
村
史「
歴
史
編
」専
門
委
員  

輝 

広
志

く
だ
か
ち
く
ど
ぅ
ん
ぺ
ー
ち
ん
こ
う
こ
う
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「
家
譜
」と
は
何
か
？
な
ぜ「
家
譜
」を
め
く
る
の
か
？

　

家
の
ル
ー
ツ
を
知
る
史
料
に
家
譜
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は「
歴
史
編
」の
専
門
部
会
で
収
集
・
整
理
し
て
い
る
史
料
の
中
か
ら

家
譜
を
紹
介
し
ま
す
。

　

家
譜
に
は
、先
祖
か
ら
子
孫
ま
で
の
一
族
代
々
の
関
係
を
示
す「
世
系
図
」と
、

先
祖
や
子
孫
の
勲
功
や
履
歴
な
ど
を
記
し
た「
紀
録
」が
収
録
さ
れ
、一
般
に

「
系
図
」と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。１
６
８
９
年
、首
里
王
府
に「
系
図
座
」と
い
う

役
所
が
設
置
さ
れ
て
以
後
、「
士
族
」の
各
家
か
ら
家
譜
が
２
部
提
出
さ
れ
、

１
部
は「
系
図
座
」が
管
理
し
、も
う
１
部
は「
首
里
之
印
」が
捺
さ
れ
て
各
家
に

下
賜
さ
れ
ま
し
た
。近
世
琉
球
の
身
分
は
、大
き
く
分
け
て「
士
」（
い
わ
ゆ
る

サ
ム
レ
ー
。廃
藩
後
の
呼
称
は「
士
族
」）と「
百
姓
」（
い
わ
ゆ
る
庶
民
。廃
藩
後
の

呼
称
は「
平
民
」）の
２
つ
が
あ
り
、家
譜
を
持
つ
こ
と
で
公
的
に
士
と
認
め

ら
れ
た
の
で
し
た
。ち
な
み
に
首
里
王
府
は
、士
を「
町
方
」に
、百
姓
を
お
も
に

「
地
方
」に
と
い
う
よ
う
に
、身
分
に
よ
り
居
住
に
つ
い
て
も
固
定
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

さ
て
、士
の
証
で
あ
る
家
譜
を
一
つ
ひ
と
つ
め
く
っ
て
い
く
と
、近
世
琉
球
の

恩
納
間
切
に
関
連
す
る
記
事
に
出
会
い
ま
す
。な
か
で
も
紀
録
の
部
分
で
は
、

人
物
の
活
動
内
容
や
勲
功
、首
里
王
府
か
ら
い
つ
誰
が
ど
こ
の
土
地
を
知
行
地

と
し
て
許
さ
れ
た
か（
誰
が
間
切
を
領
有
す
る
惣
地
頭
ま
た
は
村
を
領
有
す
る

脇
地
頭
に
な
っ
た
か
）、そ
の
ほ
か
婚
姻
関
係
等
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
に

注
目
す
る
こ
と
で
、人
物
の
活
動
を
通
じ
て
の「
恩
納
」と
い
う
場
の
歴
史
的
な
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光
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を

　

中
心
に
〜
」「
広
報
お
ん
な
」（
恩
納
村
：
２
０
１
９
年
９
月
）

関
わ
り
、士
と
恩
納
出
身
者
と
の
関
係
、引
い
て
は
士
と「
恩
納
」と
の
関
係
を

知
る
手
掛
か
り
に
な
り
得
ま
す
。

　

現
在
、家
譜
に
あ
る「
恩
納
」関
連
の
記
事
の
調
査
・
確
認
中
で
あ
り
、断
片
的
な

情
報
の
記
事
も
含
め
て
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
が
、本
稿
で
は
恩
納
間
切
の
検
者
を

務
め
た
人
物
の
家
譜
を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
ま
す
。

恩
納
間
切
の
検
者
と
そ
の
周
辺

　

検
者
と
は
、首
里
王
府
が
疲
弊
し
た
間
切
を
再
建
す
る
た
め
に
派
遣
し
た

役
人
の
こ
と
で
、お
も
に
農
民
の
指
導
・
監
督
を
す
る
役
割
が
あ
り
ま
し
た
。

一
部
で
は
、王
府
の
役
職
に
あ
り
つ
け
ず
田
舎
下
り
し
た
士
た
ち（
屋
取
集
落
の

士
た
ち
）を
監
視
し
た
よ
う
で
あ
る
と
の
言
及
も
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、首
里
士
の
家
譜
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。『
呉
姓
家
譜
』（
那
覇
市

歴
史
博
物
館
所
蔵
複
製
本
）七
世 

幸
孝
の
紀
録
に
は
、「
乾
隆
二
十
五
年
庚
辰

十
二
月
朔
日
為
恩
納
間
切
検
者
叙
勢
頭
座
敷
」と
あ
り
ま
す
。

　

幸
孝
は
１
７
６
０
年
12
月
１
日
に
恩
納
間
切
の
検
者
と
な
り
、勢
頭
座
敷

（
従
六
品
）の
位
に
叙
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。恩
納
間
切
の
検
者
と
し
て

確
認
で
き
る
内
容
と
し
て
は
古
い
時
期
の
も
の
で
、内
容
は
シ
ン
プ
ル
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、実
は「
恩
納
村
史
編
さ
ん
だ
よ
り
68
」で
紹
介
さ
れ
た
王
文
治
の

扁
額（
恩
納
村
指
定
文
化
財 

恩
納
村
博
物
館
に
て
展
示
）に
関
係
す
る
人
物
で
も

あ
り
ま
す
。１
７
５
６
年
に
中
国
よ
り
来
琉
し
た
冊
封
使
に
随
行
し
て
い
た

王
文
治
に
書
を
依
頼
し
た
の
が
呉
姓
久
髙
筑
登
之
親
雲
上
幸
孝
で
、検
者

と
し
て
在
任
中
の
１
７
６
３
年
の
こ
と
で
し
た（
川
島
淳「
歴
史
資
料
を
集
め
て

読
み
解
く
こ
と
〜
恩
納
間
切
番
所
の
光
景
を
中
心
に
〜
」参
照
）。家
譜
の
記
事

だ
け
で
は
見
え
て
こ
な
い
事
で
す
が
、首
里
王
府
か
ら
派
遣
さ
れ
た
検
者

と
し
て
の
本
分
と
は
別
に
、文
化
の
伝
播
者
と
し
て
の
姿
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

　

も
う
一
人
、首
里
士
の
家
譜
を
見
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。『
明
姓
家
譜
』

（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
複
製
本
）九
世 

長
和
の
紀
録
に
よ
る
と
、１
８
３
１
年

12
月
１
日
に
恩
納
間
切
検
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。翌
年
３
月
17
日
夜
に
恩
納
間
切

谷
茶
村
沖
で
大
和
船（
薩
摩
船
）が
破
船
し
た
事
に
伴
っ
て
、長
和
が
支
援
を

し
た
こ
と
に
対
し
て
首
里
王
府
よ
り
褒
賞
さ
れ
て
お
り
、そ
の
書
状
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
、破
船
し
た
の
は
柏
原
盛
右
衛
門
の
大
吉
丸
で
、恩
納
間
切

検
者
の
亀
谷
筑
登
之
親
雲
上
長
和
が
下
役
た
ち
を
引
き
連
れ
て
現
場
へ
駆
け

付
け
、薩
摩
の「
御
用
品
」や
御
蔵
方
の
公
用
物
、人
々
の
浮
荷
を
沖
か
ら
取
り

揚
げ
る
な
ど
の
始
末
を
昼
夜
通
じ
て
行
い
、橋
船
や「
す
の
板
」を
紛
失
し
た
際
も

村
中
で
話
し
合
い
、万
端
の
管
理
に
手
抜
か
り
の
無
い
よ
う
取
り
計
ら
っ
て
、

皆
で
丁
寧
に
対
応
し
た
と
あ
り
ま
す
。そ
し
て
長
和
の
勤
功
を
取
り
立
て
る
よ
う
、

前
任
の
薩
摩
在
番
奉
行
・
町
田
平
と
唐
物
方
の
役
人
た
ち
、首
里
王
府
の
取
納

奉
行
か
ら
も
連
絡
が
あ
り
、三
司
官
の
名
で
書
状
が
書
か
れ
ま
し
た
。さ
ら
に

同
家
譜
に
は
、10
月
付
薩
摩
家
老
か
ら「
晒
壱
疋
」を
与
え
る
書
状
が
収
録

さ
れ
て
お
り
、長
和
の
手
厚
い
対
応
が
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

な
お
、恩
納
間
切
沖
で
の
漂
着
や
破
船
等
の
記
事
は
他
の
家
譜
に
も
散
見
さ
れ
、

こ
う
し
た
海
難
事
故
や
事
件
は
度
々
起
き
て
い
ま
し
た
。緊
急
の
対
応
で

し
た
が
、間
切
を
監
督
す
る
立
場
だ
っ
た
検
者
だ
か
ら
こ
そ
出
来
た
現
地
で
の

対
応
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

最
後
に
、私
の
問
題
関
心
の
一
つ
を
述
べ
ま
す
。

　

那
覇
士
の『
容
姓
家
譜 

大
宗
』山
田
家（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
複
製
本
）

で
は
十
一
世
義
篤
が
道
光
二
十（
１
８
４
０
）年
に
、『
容
姓
家
譜 

支
流
』山
田
家

（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
複
製
本
）で
は
九
世 

義
教
が
嘉
慶
十（
１
８
０
５
）年

に
そ
れ
ぞ
れ
恩
納
間
切
検
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。い
ず
れ
も

家
譜
の
記
述
上
で
は
恩
納
間
切
の
検
者
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
み
が
わ
か
る

わ
け
で
す
が
、首
里
王
府
か
ら
現
地
に
派
遣
さ
れ
る
役
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

検
者
在
任
中
に
恩
納
間
切
の
土
地
勘
や
人
脈
を
得
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、喜
瀬
武
原
の「
入
植
記
念
碑
」（
２
０
２
０
年
、喜
瀬
武
原
区
建
立
）に

記
載
さ
れ
て
い
る
方
々
と
、家
譜
で
確
認
で
き
る
検
者
の
経
歴
か
ら
屋
取
集
落

形
成
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
見
出
さ
れ
ま
す
。そ
れ
に
は

家
譜
の
容
氏
と
屋
取
し
た
山
田（
容
氏
）と
の
関
係
を
確
認
す
る
こ
と
が
課
題
で

あ
り
、ま
た
入
植
し
た
他
家
と
の
関
係
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
方
向
か
ら
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、問
題
解
明
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し

な
が
ら
、恩
納
村
に
お
け
る
屋
取
集
落
の
形
成
を
考
え
る
上
で
も
、検
者
の

存
在
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、検
者
の
他
に
18
世
紀
後
半
か
ら
19
世
紀
初
頭
に
か
け
て

設
置
さ
れ
、間
切
の
指
導
・
監
督
に
あ
た
っ
た
下
知
役
の
活
動
に
つ
い
て
も

可
能
な
限
り「
歴
史
編
」で
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

近
世
琉
球
の
恩
納
間
切
の
姿
を
見
つ
め
て
い
く
べ
く
、家
譜
を
め
く
り

な
が
ら
関
連
記
事
を
探
る
作
業
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

喜瀬武原の「入植記念碑」

さ
ら
し
い
っ
ぴ
き
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学芸員の
はなし

82

●新型コロナウイルスの感染状況によって、展示会やイベントの変更、中止の場合があります。
　最新の情報は、恩納村博物館ホームページ、Facebookをご確認ください。

　博物館では企画展「恩納村の稲作」を開催します。現在、沖縄本島内での稲作は限られた
地域でのみ行われていますが、恩納村の安富祖区もそのひとつです。展示会では村内で行われて
いる稲作について紹介します。また、合わせて、稲作に関連した体験会も開催しますので、この
機会にぜひご来場ください。

　恩納村内の方より博物館に寄贈いただいた資料を紹介します。
　１点目は太田区の方より寄贈していただいたラジオです。このラジオは
「SHARP」製で本体が真っ赤な見た目をしており、とても派手な外見を
しているのが特徴です。大きさは幅27cm、奥行き8.5cm、高さ15.5cm
ほどです。本土復帰前の1967年頃にコザのゲート通りにあった質屋から
購入したとのことでした。寄贈者が学生アルバイトをして貯めたお金で
購入したそうですが、本土復帰前だったので、ドルで支払いをしたという
体験談を語ってくれました。驚くことに現在も使用できる状態であり、
博物館で試したときには現代のラジオと遜色なく番組を聞くことができ
ました。
　２点目も同じくラジオです。塩屋区の方より寄贈していただきました。
こちらは「SANYO」製のラジオです。「TR RADIO」というエンブレムが
付いており、真空管ではなくトランジスタが内蔵されたラジオのようです。
1963年頃に手に入れたそうですが、このラジオで1964年に開催された
東京オリンピックの放送を聞いたという思い出を話してくれました。
　寄贈いただいた資料は今後の新収蔵品展などでお披露目したいと
思っています。最後になりましたが、資料をいただいた皆様に感謝申し
上げます。

「お米の脱穀と精米体験会」

企画展「恩納村の稲作」開催のお知らせ

関連イベント

SHARP製ラジオ

SANYO製ラジオ

開催日時 1月22日（日）10：00～11：00／14：00～15：00

無料参加費

展示会場

開催日時

恩納村博物館２階企画展示室

1月12日（木）～2月12日（日）

9：00～17：00（最終入館は16：30まで）開館時間

無料入館料

毎週月曜日休館日

※稲の量に限りがありますので、無くなり次第終了。

寄贈品の紹介

随時受付

　足踏み式脱穀機での脱穀と瓶を使った精米を行います。
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恩納村の文化財 80
Vol.

　文化財普及事業講座「土器焼き体験」講座を開催します。講師の指導のもと、土づくりから土器を
作り上げていきます。講座は土づくり・成形・野焼きの全3回を予定しています。
　博物館の近くには、約2500年前の人々が土器を使って生活していた仲泊遺跡があります。この機会
に土をこね、当時の人々の生活に思いをはせてみませんか？過去の講座の様子をご紹介します！

※今後の新型コロナウイルス感染症の状況によっては、変更または中止となる場合もあります。
　最新情報は恩納村博物館ホームページ、Facebookをご確認ください。

文化財普及事業「土器焼き体験」講座 開催！

土器づくり講師の比嘉 賀盛氏 誕生したユニークな作品たち

博物館の外にてごうごうと焼き上げます きれいに焼けたかな？

募集期間

日程

1月12日（木）～1月22日（日） 9:00～17:00

①土づくり：1月28日（土）　②成形：1月29日（日）　③土器焼き：2月4日（土）

恩納村内の小中学生、一般（3日間参加できる方、小中学生の場合は保護者同伴での
参加をお願いします）

対象

申し込み・お問い合わせ：恩納村博物館 ☎982-5112
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要介護認定者を対象とする障害者控除対象者認定書の交付について

村県民税申告のお知らせ

　介護保険の要介護（要支援）認定を受けている65歳以上の方で、村が定める認定基準に該当する方には
申請により「障害者控除対象者認定書」を交付しています。確定申告時にこの認定書を添付すると、本人
またはその扶養者が税の所得控除を受けることができます。

　国民健康保険税は申告等を基に所得の判定を行っています。申告等がない場合、適切な課税がされません。
また、下記のような軽減・減免等を受けることができません。所得のない人も申告しましょう。

対 象 者

申 請 方 法
必要なもの
受 付 期 間

65歳以上の方で、認知症及び身体の障害が認定基準に該当している方

福祉課にて「障害者控除対象者認定申請書」を提出
介護保険被保険者証、申請者の身分を証明するもの
令和5年1月中旬から

※認定基準は令和4年12月31日の要介護認定状況となります。
※要介護認定を受けていない場合で、障害者控除対象者認定を受けようとするもの
　は別に書類を提出する必要がありますので、福祉課までお問い合わせください。

●障害者控除対象者の範囲

所得の申告を忘れずに！

お問い合わせ：福祉課 高齢者福祉係 ☎966-1207

控除区分

特別障害者控除

障害者控除

基準
認知症高齢者の日常生活自立度が「Ⅱ」・「Ⅲ」の人または障害高齢者の日常生活自立度が
「A」の人

認知症高齢者の日常生活自立度が「Ⅳ」・「M」の人または障害高齢者の日常生活自立度が
「B」・「C」の人

２月２４日（金）１７：５０～１９：３０
３月１０日（金）１７：５０～１９：３０

日　時
場 所 恩納村役場 １階ロビー

●夜間受付

３月５日（日）８：５０～１１：３０日　時
場 所 恩納村役場 １階ロビー

●休日受付
２月８日（水）～１０日（金）８：５０～１１：３０／１２：５０～１５：００ ※１０日（金）は午前のみ受付日　時

南会場 恩納村博物館 １階研修室
２月６日（月）８：５０～１１：３０／１２：５０～１５：００日　時

北会場 名嘉真多目的施設（名嘉真公民館）
●出張受付

お問い合わせ：健康保険課 ☎966-1217

•入院したときの食事代の標準負担額 •70歳以上75歳未満の人の自己負担割合
•高額療養費の自己負担限度額 •保険税の所得割額、軽減措置など

　あなたとご家族のみなさんが病気やケガのため病院・診療所等で受診されたとき、その医療費がどのくらいかかり、
その支払いはどのようになっているかを知っていただくとともに健康管理の大切さと、国民健康保険事業に対するご理解
をいただくためのものです。（年3回：8月、1月、3月）
　医療費通知は所得税の医療費控除の申告手続きで医療費の明細書としても使用することができます（ただし、11月～
12月受診分については、医療機関等からの領収書に基づき作成した医療費控除の明細書を申告書に添付してください）。

国民健康保険医療費通知のお知らせ
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お問い合わせ：税務課 ☎966-1206

申告書を提出しなくてもよい方
❶６５歳以上の公的年金（障害・遺族年金除く）収入のみの方で、年金収入が１４８万円以下の方（控除を入れても入れなくても税金が
　課されないので申告不要です）また、公的年金のみの収入（４００万円以下）かつ控除の追加等ない方
❷昨年中に給与所得のみの方で、年末調整済みで勤務先から給与支払報告書（源泉徴収票）が市町村へ提出されている方
❸所得税の確定申告書を税務署へ提出する方
※❶❷について源泉徴収されている方は還付の可能性がありますのでご確認ください。

※内容が変更となる場合があります。ホームページ等で最新の情報をご確認ください。
※申告期間は、申告の対応やお問い合わせが増えますので事前にお問い合わせください。

添付資料は、1月末に届く申告書同封資料をご確認ください。
申告書類の整理や控除申請に必要な証明書等の準備もお早めに！

●農業・漁業・不動産等がある方は収支内訳書が必要となります。
　（ご自身で作成が難しい方は、税理士への委託や青色申告会に作成指導を受けるなども
　ご検討ください。）

●申告書に必要事項を記載した書類を同封し、切手を貼って役場税務課宛に郵送してください。
●郵送の場合は、申告書のほかに必要書類（控除証明書類等）を同封してください。
●公民館での預かりは行いません。郵送するか、全域もしくは指定の対象地区の日程に合わせて指定会場にお越しください。
　※記載内容や書類に不備等のある場合は、確認の電話やお呼び出し、書類を返送することが
　　あります。

904-0492
恩納村字恩納2451番地

（申告書在中）
恩納村役場 税務課  御中

キリトリ

キ
リ
ト
リ

▼ 郵送先（切り取ってお使いください。）

早めの郵送（2月中）にご協力ください。郵送等による申告の受付

※自身の地区対象日での申告をお願いします。
※指定の対象地区の方が優先となります。対象地区以外の日の受付者は
　最後尾もしくは定員に達した場合は後日の案内となります。

令和5年度（令和4年分） 申告日程

•出張申告があります。左記日程を参照。
　出張受付▶午前の部（8:50～11:30受付）午後の部（12:50～15:00受付）
•1日の人数制限があります（50名）。定員に達した場合は別日案内。
•3月5日（日）は休日受付（8：50～11：30受付）を実施します。
•2月24日（金）、3月10日（金）は夜間受付（17：50～19：30受付）も実施
　します。

令和５年度（令和４年分）
村県民税・国民健康保険税・介護保険料に関する申告受付について
お知らせ：令和５年度の申告は、新型コロナウイルス感染症対策のため、郵送での受付も対応します。詳細は下記参照。
　　　　 また、下記の日程にて受付いたします。ご理解、ご了承のほどお願いいたします。

〈令和４年１月1日から令和４年12月31日までの収入及び支出経費等が申告対象となります〉

•詳細の相談（扶養控除の振り分け等）には応じかねる場合があります
　ので、事前に家族間で行ってください。

•申告資料の作成は、お一人あたりの受付時間を10分程度とさせていた
　だきますので事前にご自宅で作成してください。なお、作成していない
　場合は、受付が後回しになりますのでご注意ください。

事前のお願い

●土地・建物の売却、株式・FX等の利益及び損失、雑損控除、分離配当、
　住宅ローン控除を受ける初年度の方、青色申告、消費税の申告がある
　方は、名護税務署の主催する申告会場で確定申告をしてください。
　税務署から「確定申告のお知らせ」のハガキが届いた方も税務署にて
　確定申告を行ってください。

税務署での確定申告

コロナ禍のため最新の情報を確認してください。
管 轄 税 務 署
期間・受付時間

名護税務署 ☎0980-52-2920

●マイナンバーカードをお持ちの方は、自宅で
　スマホやパソコンから電子申告が可能です。
　詳しくは国税庁ホームページより

全域

全域

受付人数 受付対象地区及び申告会場
役場受付

出
張
申
告

2月10日（金）※

8：50～11：30受付（夜間実施日除き午前中）

午前の部（8：50～11：30受付） 午後の部（12：50～15：00受付）

22 3月14日（火） 50名
23 3月15日（水） 50名

21 3月13日（月） 50名
20 3月10日（金） 50名 全域（午前中・夜間 17：50～19：30）
19 3月  9日（木） 50名
18 3月  8日（水） 50名
17 3月  7日（火） 50名
16 3月  6日（月） 50名
15 3月  5日（日） 50名 全域（休日受付 午前中）
14 3月  3日（金） 50名 山田区・真栄田区・塩屋区・宇加地区
13 3月  2日（木） 50名 前兼久区・仲泊区
12 3月  1日（水） 50名 谷茶区・冨着区
11 2月28日（火） 50名 南恩納区
10 2月27日（月） 50名 恩納区
9 2月24日（金） 50名 安富祖区・瀬良垣区・太田区 夜間（全域 17：50～19：30）
8 2月22日（水） 50名 名嘉真区・喜瀬武原区
7 2月21日（火） 50名 塩屋区・宇加地区
6 2月20日（月） 50名 山田区・真栄田区
5 2月17日（金） 50名 前兼久区・仲泊区
4 2月16日（木） 50名 谷茶区・冨着区
3 2月15日（水） 50名 南恩納区
2 2月14日（火） 50名 恩納区
1 2月13日（月） 50名 安富祖区・瀬良垣区・太田区

2月  9日（木） 南会場（博物館１階研修室） ※2月10日（金）は午前の部のみ
2月  8日（水）
2月  7日（火） 受付なし
2月  6日（月） 北会場（名嘉真公民館）

役
場
１
階
ロ
ビ
ー

　この申告は、村・県民税や国保税・介護保険料の税額決定や各種行政
サービスに必要な所得要件等の確認や各種税証明書の交付にも必要な
ものです。 申告がなされていない場合、各方面での申請手続きに支障を
きたしますので、期限内に必ず申告をしてください。
※期限内になされない場合は6月7日以降の受付・処理となり、証明発行も
　その翌日以降になります。

村民税・県民税の申告
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暮らしの情報

■ 恩納村耕作放棄地解消事業補助金
　耕作放棄地の解消及び有効利用を図るため、耕作
放棄地解消事業を行う農業者等に対し、補助金を交付
します。詳しくは、農林水産課までお問い合わせくだ
さい。

農林水産課 農政係 966-1202

■ 令和5・6年度 恩納村建設工事等
　 入札参加資格審査について
受付期間…２月１日（水）～２月２８日（火）
※土・日・祝日は除く ※原則として、郵送での受付と
なります。（２月２８日 当日消印有効）
受付時間…９：００～１１：００／１３：００～１６：００
受付方法…原則郵送 ※本店が恩納村内にある村内
業者に限り、窓口での受付が可能です。
受付場所…恩納村役場 ２階 第３会議室
受付項目…「建設工事」、「測量・建設コンサルタント」、
「物品購入」等
有効期間…今回登録日から次回登録日前日までの２年間
●その他受付業種、提出書類や提出方法などの詳細に
　ついては、村ホームページをご覧ください。
建設課 管理係 966-1203

令和５年10月１日から消費税のインボイス制度が開始されます
　インボイス制度は、複数税率に対応した仕入税額控除の方式であり、売手が買手に対して正確な適用税率や
消費税額等を伝えるために導入されるものです。

　事業者の方の対応としては、必ずしも新しくインボイスという書類を一から作成しなければならないわけではなく、
これまでの請求書等に「登録番号」等の記載事項を追加していただく必要があります。
　また、インボイス発行事業者となるかは事業者の任意であり、登録を受けるかどうかは各事業者の取引状況や事業
実態を踏まえて、検討することとなります。
　インボイス発行事業者の登録を受けようとする事業者（登録を受けることができるのは、課税事業者に限ります。）は、
納税地を所轄する税務署長に登録申請書を提出する必要があります。
　制度が始まる令和５年10月１日から登録を受けるためには、原則として、その半年前の令和５年３月31日までに
登録申請書を提出する必要があります。

納税は口座振替が便利です。
　手続き方法につきましては、税務課まで
お問い合わせください。

5月31日 8月　1日 12月26日 令和5年2月28日固定資産税

5月31日軽自動車税
6月30日 8月31日 10月31日 令和5年1月31日村県民税

第1期 第2期 第3期 第4期

税務課 966-1206

1月は村県民税第４期の納期となっています
納め忘れに注意！

インボイス制度の概要 令和5年10月1日～
インボイスにより、売手と買手の
税率と税額の認識を一致させる 仕入税額

10,000円
（10％）

買手売上税額
10,000円
（10％）売手

買手の求めに応じインボイスを交付
※事前にインボイス発行事業者の登録手続が必要
※課税事業者のみ発行が可能

インボイスを保存して
仕入税額控除を適用

国税庁ホームページのインボイス制度特設サイトでは、
③インボイス制度について解説した動画（国税庁動画チャンネル）
④インボイス制度に関する取扱通達やQ＆A

【参考】インボイス制度特設サイト・相談窓口

などを随時掲載しています。

①インボイス制度に関する税務相談チャットボット
②説明会の開催案内

特設サイト

補助金の対象 1ａ当たりの
補助金額区分

直営施工耕作放棄地の障害物除去、
深耕、整地等 請負施工

3,000円

6,000円
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恩納村ふれあい
体験学習センター

恩納小学校

恩納村役場

万座毛

5km ゴール
10km 折り返し

赤間運動公園
スタート

まずは
LINEで
お友だち追加

人
口
と
世
帯

（+17）

（–4）

（+13）

５，826世帯

１１，298人

５，528人

５，770人男

女

計

世帯数 （+8）

２０２２年11月末現在 （　）は前月比

■ ご芳志ありがとうございました。
■恩納村社会福祉協議会への寄付者
一般寄付

●宮城 英和 様
●石川 卓宏 様

１00万円
１00万円

●知花 勝 様 １00万円
●ＯＩＳＴ職員 様 １万５千円

（一社）恩納村観光協会 966-2893

①QRコードからLINE公式アカウント「２のつく日は恩納村」をお友だち追加
②各店舗で対象の肉料理またはスイーツをエンジョイ♪
③店舗でスタンプをゲット！！
④スタンプラリー抽選応募用紙に必要事項を記入し、下記応募先へ提出！

スタンプラリー応募方法 YONNAの豪華リゾートが当たる！

YONNAたーちー肉＆スイーツ祭りスタンプラリー
2022.11.22（火）～2023.2.22（水）

読谷・
恩納・名護

申し込み

受付…赤間運動公園 9：30～10：00 ※雨天の場合は中止
●万座毛往復コース（１０㎞）
　赤間運動公園 ▶ 万座毛 ▶ 赤間運動公園
●万座毛片道コース（５㎞）
　赤間運動公園 ▶ 万座毛  ※赤間運動公園まで送迎バス有
●ウォーキングロードコース（1㎞）
　赤間運動公園ウォーキングロード

右記のフォームよりお申込みいただくか、
健康保険課 ☎966-1217 までご連絡ください。

申込方法
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お問い合わせ：恩納村産業まつり実行委員会（事務局）商工観光課 ☎966-1280

3年ぶり開催！！ 第25回産業まつりのお知らせ
令和5年1月28日（土）、29日（日）日程 会場及び駐車場 赤間多目的運動場（ドーム）

※ドーム内は土足・飲食厳禁です。飲食はステージ前スペースをご利用ください。
　（靴入れ、室内履き等をご持参ください）
※入場時のマスク着用、検温、手指消毒など基本的な感染防止対策にご協力ください。

『私の地元応援募金（明治安田生命保険相互会社）』より413,000円ありがとうございました。

　なお、今後の調整や新型コロナウイルス感染症の状況によって内容が変更する
場合もあります。変更した場合、ホームページ等でお知らせいたします。

•福引き抽選会（500円お買い上げ及びわくわく市体験1回につき1枚福引券を差し上げます。
　抽選券2枚で1回抽選）
•２８日のみ、その場で分かる「歯周疾患チェック」があります。

フォトコンテスト（観光協会）、農振協、赤土等流出防止取り組み、世界のウンナンチュ関係
展示・他

食事：牛汁（JA部会）、お惣菜や加工品（JA女性部、農山漁村生活研究会）、カレー（ホテル）
農振協各生産部会（野菜や果物、お米、黒糖、花卉・観葉植物の即売）、恩納酒造所、咲元酒造所、
2酒造所の試飲ブース、おんなの駅、匠工房（琉球ガラス）、農山漁村生活研究会、漁業協同組合
（物販のみ）、カレーフェスタ（村内ホテル）
《わくわく市～体験コーナー～調整中、お楽しみに！》

出店

1/28（土）11時～16時

バルーンパフォーマンス（コトラ）【最終】

オープニングセレモニー

恩納村文化協会 琉球舞踊

なびー塾ステージ（ギター）

音楽ライブ（宜保和也、久高悟）

教育の日の取り組み
（教育功労者表彰式、教育産業の紹介（学童など）、
教育施策紹介）

民謡音楽ライブ（与那覇徹）

11時

13時

14時台
〜

午後

1/29（日）10時～16時

10時

午後

テナントオープン

なびー塾ステージ（琉球笛）

音楽ライブ（プロシロ）

フラワーアレンジメント（花卉生産者）

民謡音楽ライブ（タマザール）

音楽ライブ（奥間英樹）

ウルトラマンクイズ大会（写真撮影あり）

マグロ解体ショー＆抽選会（村漁協）【最終】

ステージプログラム

〒
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